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【第 5期】第 3 回松本市子どもにやさしいまちづくり委員会会議録 

 

１ 日時 

  令和 6年 1月 25日（木） 午後 2時 00分～午後 3時 30分 

 

２ 会場 

  松本市大手公民館 大会議室 

 

３ 出席者 

⑴ 委員 

荒牧会長（テレビ会議）、森本副会長、宮林委員、高橋委員（テレビ会議）、代田委

員、輿委員、小松委員、下郡委員、高木委員、東委員、永塚委員、北村委員（テレビ

会議）、渡邉委員 

（15名中 13名の出席があり、過半数を満たすため、松本市子どもの権利に関する条

例施行規則第 16条第 2項に基づき、会議成立） 

⑵ 事務局 

   こども部長、こども育成課長、こども政策担当係長、児童担当係長、子どもの権利

相談室長、こども政策担当職員 

 

４ あいさつ（会長） 

 

５ 会議事項 

⑴ 令和 5年度まつもと子どもの権利ウィークの結果について 

 

 【会長】 

  事務局、会議事項⑴の説明をお願いします。 

 

 【事務局】 

《配付資料に基づき説明》 

 

 【会長】 

  委員の皆さん、質問や意見はございますか。 

 

《質問、意見なし》 

 

⑵ 令和 6年度子どもの権利アンケートについて 

 

【会長】 

 事務局、会議事項⑵の説明をお願いします。 
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【事務局】 

《配付資料に基づき説明》 

 

 【会長】 

 委員の皆さん、質問や意見はありませんか。 

 

【委員】 

 中学校の部活の地域移行が始まるのであれば、アンケートに盛り込んだ方が良いと思

います。 

 

【委員】 

部活動の地域移行ですが、今、市の方で計画を策定していて、令和 8年度の実施を見

込んで準備中です。来年度 5月にアンケート実施ということであれば、ここには載せな

くても良いのではと思います。 

 

【会長】 

 他にどうですか。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 6の選択肢 17番の新型コロナウイルスの影響のため、できな

いという選択肢は、前回のアンケートが令和 3年度でコロナ禍の真っただ中ということ

で記載があったかと思いますが、今回は要らないのではないかと思います。 

 

【事務局】 

前回のアンケートで選択肢があったので、経年変化を把握できた方が良いのではと思

い、残しました。委員の皆さんのご意見をお伺いできればと思います。 

 

【委員】 

学校現場は、ほぼコロナ禍前の状況に戻ってきていますので、経年変化を見ることは

なくてもいいのではないかと感じます。 

 

【会長】 

 新型コロナウイルスの影響のため、できないという選択肢は、削るということでいい 

ですか。では削ります。 
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【会長】 

 他にどうですか。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 6の選択肢 14番に 1人でするゲームとありますが、ゲームは

今、対戦型とかいろんな形があるので、1人ですると限定しなくても良いのではと思い

ます。 

 

【事務局】 

 「1人でする」と限定する必要はないので、表現を変更したいと思います。 

 

【会長】 

 他にどうでしょうか。 

 

【委員】 

前回初めてインターネットで回答することになったとき、できるかどうかみたいなお

話があったと思うんですが、何か問題はなかったでしょうか。 

また、結構ボリュームが多いので、例えば、何分ぐらいで回答できるということをお

知らせできると学校の方で時間を把握できて取り組みやすいと思います。 

 

【事務局】 

 インターネットによる回答について、学校側からは特に意見等はありませんでした。 

 （アンケート依頼文に回答に要する時間を記載します） 

 

【会長】 

 他にどうですか。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 8の選択肢 1～3に虐待のことが記載されていますが、性的虐

待の選択肢は無いのかなと思いました。 

 

【事務局】 

性的虐待の選択肢を追加するとした場合に、どのような表現が適切でしょうか。ご教

示いただければと思います。 
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【委員】 

「プライベートゾーンを触られる」などになるかと思いますが、それで理解できるか

分かりません。学校現場などではどのように話されているんでしょうか。 

 

 【委員】 

 プライベートゾーンは小学 1年生でも理解できるので、その表現で良いと思います。 

 なお、子ども用アンケート問 8の選択肢について、兄弟などから受けることもあるの

で、家族という選択肢にしたら良いと思いますが、ご意見を伺いたいと思います。 

 

【委員】 

兄弟などから受けることもありますし、今は色々な家族の形態があって、親の同居人

とか時々来るパートナーから受けることもあります。子どもたちがその人たちを家族と

認識して回答するのか、表現が難しいところがあります。また、学校とか塾でも同様

（性的虐待）のことがあると思います。 

  

【委員】 

子ども用アンケート問 10の 5番で担任の先生に限定しているのは意図があるのでし

ょうか。子どもたちは校長先生や教頭先生には話せるということもあると思います。 

また、選択肢に児童館・児童センターの先生は無いのでしょうか。 

 

 【事務局】 

 担任の先生に限定している意図はないものと思います。 

 

 【委員】 

子ども用アンケート問 10の相談先ですが、今の子どもたちはＳＮＳに相談すること

が多いのかなと思います。 

 

 【委員】 

 その他に記入してもらうことでも良いのかなと思いますが、その他を選択した場合

は、内容を記入できるのでしょうか。 

 

 【事務局】 

 内容の記入はできますが、報告書に内容の列挙はしていません。 
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 【会長】 

子ども用アンケート問 8の選択肢の親（保護者）を親・家族へ変更、プライベートゾ

ーンを触られることを追加するということで良いでしょうか。 

 

【委員】 

そのことに加えて、子ども用アンケート問 9の選択肢に兄弟姉妹を加えるということ

で良いと思います。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 8の選択肢について、「プライベートゾーンを触られる」の追

加は、親だけでなく、学校や塾の先生のところにも追加した方が良いと思います。 

親の交際相手から受ける場合もあるので、家族ではなく、お家の人にという表現が良

いのかなと思います。 

  問 9は、子どものことを聞いているので、選択肢に兄弟姉妹を加えても良いかなと思 

います。 

 

 【会長】 

  只今の意見についてどうでしょうか。では、その方向で検討してください。 

 

 【事務局】 

  これまでのご意見を整理させていただければと思います。 

子ども用アンケート問 8の選択肢に「お家の人にプライベートゾーンを触られる」、

学校、塾のそれぞれに「プライベートゾーンを触られる」を追加する。 

子ども用アンケート問 9の選択肢に兄弟姉妹を追加する。 

子ども用アンケート問 10の選択肢を「担任の先生・校長先生・教頭先生」へ変更

し、「児童館・児童センター・学童クラブの先生や職員」を追加する。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 9の選択肢に兄弟姉妹を追加すると、1～3 番あたりは、ほぼ全

ての小学生が該当すると思います。経年変化を見るという点で問題となってくるのでは

ないかと思います。 

 

【委員】 

子ども用アンケート問 9の選択肢に「プライベートゾーンを触られる」を追加しても

今の時代には合うのかなと思います。 
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【会長】 

 どうでしょうか。追加する方向で良いですか。では追加します。 

子ども用アンケート問 9の選択肢に兄弟姉妹を追加することはどうでしょうか。 

 

【委員】 

 いじめに関係する項目という点では、兄弟姉妹が無くてもいいのではと思います。 

ただし、「写真や動画を撮られる」を追加した方が良いと思います。 

 

【会長】 

 他にどうでしょうか。 

 

【事務局】 

子ども用アンケート問 10の選択肢について、これまでの調査では、担任の先生が 3

番目に多いので、選択肢を残すのはいかがでしょうか。 

 

【委員】 

担任の先生はそのまま残して、担任以外の先生（校長先生や教頭先生）を選択肢に追

加したら良いと思います。 

 

 【会長】 

  他にどうでしょうか。 

  

【委員】 

子ども用アンケート問 22の選択肢について、弁護士、裁判官、検事の法曹関係を追

加するのはいかがでしょうか。 

 

 【委員】 

  前回の調査でも少なかったので、選択肢に追加しなくても良いかと思います。 

 

【会長】 

  他にどうでしょうか。 

 

 【事務局】 

 子ども用アンケート問 10について、「児童館・児童センター・学童クラブの先生や職

員」を追加し、ＳＮＳは追加しないということでよろしいでしょうか。 

 

 【会長】 

 よろしいでしょうか。では、そのように進めてください。 
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 【会長】 

  他にどうでしょうか。 

 

 【委員】 

 保護者用アンケート問 7の選択肢について、子どもがすこやかに育つためには、経済

的なことや医療の充実が挙がってくると思いますが、いかがでしょうか。 

 

【委員】 

選択肢を見ると、全て子どもの心のすこやかな育ちに関することなので、質問文を

「お子さんの心がすこやかに育つために～」としたらどうでしょうか。 

 

【事務局】 

子どもがすこやかに育つためには、経済的なことや医療の充実はもちろん必要なこと

ですが、このアンケートは、子どもの権利に関する条例に記載されている内容を参考に

作られているということもあるので、ご意見をお伺いできればと思います。 

 

【委員】 

このアンケートをはじめて見る人には、身体に関することが無いなど疑問に思うこと

があると思いますが、条例に記載されている内容を参考に作られているということであ

ればこのままで良いのかなと思います。 

 

【会長】 

 保護者用アンケート問 7は、このままで良いでしょうか。 

 他に何かありますか。 

無ければ事務局にお返しします。 

 

【事務局】 

荒牧会長、議事の進行ありがとうございました。また委員の皆様、活発なご意見をい

ただきまして、誠にありがとうございました。 

今年度の委員会は本日が最後となります。委員の皆様には、ご多用のところ委員会へ

のご出席、また貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして、第 3回松本市子どもにやさしいまちづくり委員会を閉会

いたします。 


